
・グローバリゼーション�

　（グローバルな拡大）�

・企業縮小と統合　�

長期的経年変化�

周期的変化�

ショック�

■ビジネスサイクルの変化に影響している主要ファクター�
� ・法規制、税制の変化�

・長引くコスト削減プレッシャー�

・WEB活用プレッシャー�

・変化スピード�

・企業倫理�

・テロの脅威�

Time

拠点機能に関して�
■安全性の高いビルへの本社機能集約　　�

■データセンター等の要望（金融業に多くみられる対応）�

・データ管理、データセンター機能の本社からの分離　�

・データセンターオペレーション耐久性と継続性の確保�

　（地域分散、電源、設備）�

・ミラーデータセンター（バックアップ）を主要データセンターから�

　約60km圏内に設置（英系金融機関）�

・主要、ミラーデータセンター以外の遠隔地に�

　復旧用のデータセンター施設を設置(英系金融機関）�

建物、リースに関して�
■建物の安全性を従業員に説明しやすい不動産�

■建物ロビー、避難路、階段、パーキング（交通手段対応）の�

　有事対応�

■緊急時のエグゼクティブスイートの有無�

■緊急用電源（バックアップジェネレーター）、�

　地域電力、水へのアクセス�

■リース契約書上のテナントの安全性や事業継続に関する内容�

■オーナーの建物損害保険の保証内容�

■不動産オーナーの安全性説明、対応への要望事項�

・構造　・耐震性　・電源（バックアップ発電）　�

・水道供給（非常時ストック）　・下水　�

・非常誘導設備　・エレベーター　・エスカレーター　�

・環境検査内容　・貸室修繕内容　�

・非常時のテナント救済策等�

ロケーションに関して�
■都心の有名ビルだけではなく、多様なエリアの目立たないビルも�

　検討する（対テロ）�

■事業機能によっては高層ビルよりも低層ビルを希望　�

■ビルサインの目立たない物件（対テロ、対風評被害）�

■従業員通勤パターン（電車、車、徒歩、橋、距離）とロケーションの整合�

　＊通勤難からの事業停止を考慮、BCP上約40kmを�

　  最長通勤距離と設定した事例もある�

■地理的な役割定義の明確化�

■機能集約するものと分散させるものの分類　�

■中規模都市の有利性認識（一都市集中回避）�

■バックオフィスロケーションの分散（リスク分散）�

■地域的、地理的（自然災害）、物件別（対テロ等）のリスク情報把握、分析�

■他のテナント企業についての情報（情報共有、対テロ）�

■海外ファシリティーのリスク把握�

・倉庫物件をメザニン（中2階）改築し、データセンターへ改良利用�

　＊電源、配線、空調等の設備は調達必要であるが�

　  低コストで実現可能であった例もある�

・カスタマーサポートセンターの海外への移設、増設�

■バックアップスペースの要望�

・都心や各地域においてバックアップスペースの確保�

・コスト面から他企業とのシェアも検討　�

・バックアップデータの保管性やIT稼働継続性�

・遠隔運営方法、通信方法の事前確保�

参照：[CoreNet Global Learning : SUMARRY OF FINDINGS NEW YORK III DISCOVERY FPRUM 2-3 OCTOBER 2002]��
         [CoreNet Global : LEADER March 2006 “Be Prepared for Change   Business Continuity Trends and Considerations]��
         [CoreNet Global : Core Knowledge Bytes ”Impact of 9/11 on Workplace Security and Business Continuity Planning] 
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A事業� B事業�

各拠点での防災計画�

サプライチェーンの�
　BCP

コーポレイト�
機能のBCP

IT（情報システム）のBCP

各拠点での防災計画�

サプライチェーンの�
　BCP

コーポレイト�
機能のBCP

IT（情報システム）のBCP

事業継続戦略の策定� 対策の実施と訓練による改善�

ビジネス�
影響度分析�

ギャップ分析�

行動計画書作成�

対策実施�

リスク分析�
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教育訓練� 評価改善�


